
安定した検査結果を得るために、 下記の注意事項を守って実施してください。

　（1） 必ず歯石除去前に採材してください。　　

　（2） 検体採取には弊社指定のマイクロブラシまたは清潔な綿棒をお使いください。

　（3） 第 4 前臼歯周囲の歯と歯肉との境界を 3 往復ほど擦るか、 歯周ポケットに直接挿入して十分な菌量が     

        付着するようにしてください。　採材のために麻酔をかける必要はありません。

　（4） 汚染を防ぐため、 採取時にマイクロブラシまたは綿棒が舌や唾液などに触れないようにしてください。

　（5） 他の菌の増殖を防ぐため、 採取後にマイクロブラシまたは綿棒の先端を自然乾燥させてください。

　（6） チャック付ビニール袋に密閉、 ご記名のうえご送付ください。

　　菌体量は 101 以下でも測定可能ですが、 P. gulae 菌が存在しない、 もしくは検出感度以下の場合

      には、 判定不能になることがあります。 ご了承下さい。

　

検体採取マニュアル
安定した検査結果を得るため、下記の注意事項を守り実施してください。

①必ず歯石除去前に採材してください。

②検体採材には弊社指定のマイクロブラシをお使いください。

　※マイクロブラシの柄は短く切らないで下さい。

③第4前臼歯周囲の歯と歯肉との境界を3往復以上擦るか、歯周ポケットに直接挿入して十分な菌量が

　付着するようにしてください。採材の為に麻酔をかける必要はありません。

　※肉眼で歯垢が確認できる位の検体量を採取してください。

④汚染を防ぐため、採材時にマイクロブラシが舌や唾液などに触れないようにしてください。

⑤他の菌の増殖を防ぐため、採材後にマイクロブラシの先端を自然乾燥させてください。

⑥チェック付きビニール袋に密閉し、依頼書を同封しご送付下さい。

菌体量は101以下でも測定可能ですが、P.gulae菌が存在しない、もしくは

検出感度以下の場合には、測定不可になることがあります。ご了承ください。

※採材は綿棒でなくマイクロブラシをご使用ください。


